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研究成果の概要（和文）：多言語背景で日本語を学習している年少者の学習支援に役立つ情報を提供する目的
で、教科の学習に必要な語彙調査研究を行った。理科に関しては、小学校3年生から6年生の教科書の分析、教員
による重要度判定を行い重要語彙の表を作成した。また学習言語を中心として日本語力診断テスト（SPOT、漢字
SPOT、漢字テスト）を作成し、インターナショナルスクールでの縦断的研究、公立小学校での調査を行い、テス
トの有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：With a goal of providing useful information to support the learning of 
adolescent learners of Japanese with multilingual backgrounds, we performed a survey of necessary 
vocabulary items for their courses of study. In regard to science, we analyzed textbooks from the 
third to sixth grades, had the educators determine the items of greatest importance, and created a 
chart of crucial vocabulary. Furthermore, we created a diagnostic test centered on the target 
language (SPOT, Kanji SPOT, and Kanji test), and confirmed the usefulness of the test by performing 
longitudinal research at an international school, and surveys at a public elementary school.

研究分野： 日本語教育学

キーワード： 年少者　多言語背景　オンラインテスト　日本語力診断　SPOT　教科　JFL/JSL
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

グローバル化の進む現代、子どもたちは親
の移動に合わせて世界規模で動いている。日
本の学校にも外国籍の子どもや海外からの
帰国生が多数存在する。また海外で日本語を
学ぶ子どもも多い。海外で学習する子どもた
ちの中には、日本人学校や補習校で学ぶ子ど
もだけでなく、外国語として日本語を学ぶ
JFL の子どもたちもいる。多様な言語背景を
持つ子どもたちに、直接指導を行う上でも、
縦、横のアーティキュレーションを考える上
でも、日本語の力を的確に評価することが欠
かせない。 
年少者の日本語力の測定方法は、近年様々

な研究・開発がなされており、特に個別に対
面で日本語力を診断する方法は充実してき
ている。これらは個々人の詳細な情報を得ら
れる反面、診断に時間がかかり、またテスタ
ーの事前研修等の負担が大きく、現場で導入
しにくい面がある。そのため短時間で客観的
に測定できるテストが求められている。 
これまで研究代表者等は主に大学、大学院

の留学生を対象にした日本語力診断のため
のテスト TTBJ の研究開発を行ってきた
（http://ttbj-tsukuba.org/）。現在、TTBJ
は国内外で広く利用されているが、そのテス
ト作成の経験や理論的背景を生かして、対象
を年少者に広げたテストを開発してほしい
と要望が多く寄せられたことが、本テスト開
発のきっかけとなった。 
 

２．研究の目的 

（1）研究の目的 

本研究は、以下の二点を目的としている。 
① 多言語背景で日本語を学習している児

童・生徒にとって、学習に必要な語彙を
明らかにするための基礎語彙の調査研
究を行う 

② 「学習言語」を中心とした日本語力を診
断し、学習支援に役立つ情報を提供する
ためのテストを開発する 

（2）対象者と利用目的 
日本語支援の必要な児童・生徒、具体的

には、日本の取り出し学級、海外の日本人
学校、日本語補習校、海外で日本語教育を
行っている初中等教育機関、日本国内のイ
ンターナショナルスクール、ブラジル人学
校などで日本語を学ぶ JSL、JFL の子ども
たちを対象とする。 
テストは、以下の目的で利用することを

想定している。 
・海外からの帰国生が日本の学校に入ると
きの日本語力の「めやす」を知る 

・国内外のインターナショナルスクールな
どにおける子どもの日本語力を知る 

・海外の中等教育（JFL）の日本語学習者の
日本語力を知る 

・学期単位、年単位などで日本語力の伸び
を見る 

・個々の子どもの日本語力を多様な面から

捉え診断する 
 

３．研究の方法 

(1)学習のために必要な語彙調査研究 
学習を困難にしている要因を探るために、
国語（日本語）、算数、理科、社会の教科
別に小学校の教科書で使われている語彙、
文型、表現について検討する。 
 

(2)「用紙版 TTBJ for Kids」の開発 
TTBJ for Kids は日本語力を診断するため
の複数のテストから構成されるテストセ
ットである。以下の順で開発を進める。 
・予備テスト「用紙版 TTBJ for Kids」の

作成 
・予備テストの試行と分析 
・「用紙版 TTBJ for Kids」の完成 
日本語母語話者が多くを占める公立小学
校においてテストを実施し、学年別の得点
の分布の情報を得る。さらに児童および教
員に対しアンケート調査を行い、テストの
表面的妥当性を検証する。 

 
(3)「タブレット版 TTBJ for Kids」の開発 

「用紙版 TTBJ for Kids」のコンテンツを
タブレットでも使えるようにシステム開
発を行い、「タブレット版 TTBJ for Kids」
を完成させる。問題は用紙版と同一であ
るが、解答形式は、用紙版 SPOTがひらが
な一文字を書き込む記述式であるのに対
し、タブレット版は四肢択一の選択式と
する。選択肢は用紙版で得られた誤答の
結果を利用して作成する。またオンライ
ンでテストプログラムや問題のダウンロ
ード、受験者情報やテスト結果の管理が
行えるようにする。 

 
４．研究成果 
（1）学習のために必要な語彙調査研究 
 理科（「たのしい理科」大日本図書）、社会
（「小学社会」教育出版）の教科書で使われ

表 1 理科教科書3年の分野別語彙の頻度 
 
および重なりの調査 



図 1 SPOT(YC) 例題 

ている 3年から 6年の教科書の本文と図表中
の文字をテキストデータとして入力し、デー
タベースを作成した。その後、テストに必要
な語彙を選択するために、データベースから
分野別、学年ごとの出現傾向を探索的に概観
した。 
一例として、3 年理科の頻度上位の言葉を

分野別（エネルギー・粒子・生命・地理）に
示し、またそれらが分野間でどの程度重複す
るかを調査した結果を表 1に示す。その上で、
学年別・分野別両方の観点から頻度が高くか
つ特徴的に出現している語（対数尤度比の高
い語）1324 語を選定し、「小学校理科日本語
語彙テスト作成のための語彙表 ver.1.0」を
作成した（田中、甲斐、関 2016）。この語彙
表は、以下の HP 上で公開している。
http://www.sakai-tsukuba.org/kodomoTTBJ
/（2018年 6 月） 
 さらに、テスト作成のために、1324 語の重
要度判定を小学校教員への調査用紙および
インタビュー調査により行った。重要度が高
い語は、教科書で出現が多い複合動詞（しり
ぞけ合う、引き合う、ひきつける、はねかえ
すなど）や、学習内容に必要な動詞で例えば
「船が風をうけて海を走る」の「うける」よ
うに理科の文脈に即した理解が必要な語で
あることが分かった（関 2018）。      
今後、これらの重要度が高いと判定された

語彙を利用して「小学校理科日本語語彙テス
ト」の作成が可能になろう。 
 
(2)「用紙版 TTBJ for Kids」の開発 
① テストの種類 
日本語力に関しては、SPOT、漢字テスト、

漢字 SPOT の 3 種類のテストを開発した。以
下、各テストについて簡単に説明する。 
＜SPOT＞ 
自然な発話速度で読み上げる音声を聞き

ながら同時に同じ文を読み、空欄にひらがな
1 文字を入れる形式のテストである。1文に 1
か所の空欄で、空欄は文法項目部分となって
いる。60問程度で信頼性のある結果が得られ
ること、各問題間は無関係で独立しているこ
と、テスト実施時間が短く採点が機械的に誰
にでもできることが特徴となっている。SPOT
は、Simple Performance-Oriented Test の略 

 
で、即時処理を要求しており、得点には言語
処理の自動化の度合いが反映するため運用
力を推定できると考える（小林 2014他）。 
本研究では、その年少者版として「生活言

語」と「JFL 教科書日本語」、「学習言語」と
して学ぶと考えられる項目を中心に作成し
た。図 1 に紙版 SPOT（YC）の例題部分を、表
2 に、3種類の SPOTの概要を示す。 

＜漢字テスト＞ 

漢字力を多面的に捉えられるように、各学

年共通に下記の問題構成とし、1年 2年 30問、

3 年 4 年 30 問、5 年 6 年 30 問の 3 セット合

計 90 問を作成した。 

A：意味情報処理問題 

絵問題 

同群意味問題 

対義語問題 

B：形態・読み情報処理問題 

C：総合的処理問題 

＜漢字 SPOT＞ 

自然な速さの音声を聞きながら文中にある 1
か所の空欄に「漢字」を一字入れさせる形式
のテストである（加納 2009）。問題は、低学

表 2 年少者用 3種類の SPOT 
問題 問題数 作成方針 　　問題例 正解

YA1

SPOT 30問

(YA) YA2

30問

YB1 小学校の国語教科書

SPOT 30問 （1年生～3年生）

(YB) YB2 小学校の国語教科書

30問 （4年生～6年生）

YC1 中学校の国語教科書

SPOT 30問 難易度の低い問題

(YC) YC2 中学校の国語教科書

30問 難易度の高い問題

J

S

L

日本の小学校4年生から中

学生相当のレベル

SPOT(YB)の高得点者

世話が大変だからこ（　）命の重

みを実感できる。
(そ)

この写真は事実を認め（　）たい

ほど悲惨なものである。　  
(が)

J

S

L

日本の小学校1年生から6

年生相当のレベル

この　ふねは、さかなを　とる　

ため（　）　ふねです。
(の)

「地球を守れ」という声は日増し

に高（　）　るばかりです。
(ま)

対象者

J

F

L

海外初等・中等教育でJFL

として1年から3年程度日

本語を学んでいるレベル

JFL教科書日本語：明示的に学習

したと考えられる内容
としょしつのまえ（　）います。 (に)

生活言語：自然習得で学んだと

考えられる内容
わたしにもやら（　）て。 (せ)



年用と高学年用があり、各 30 問 2 セット、
計 60 問から成る。1、2 年は一般的な語彙と
算数、3 年～6 年は理科、社会を中心にした
漢字語彙を問題としている。 
算数教科書からの問題例（小学校 3 年） 
文字 ：ものの（ ）さをはかる 
選択肢：軽 深 重 長 
音声 ：物の重さをはかる。 

社会教科書からの問題例（小学校 3年） 
文字 ：ちずの 記（  ）を おぼえよう。 
選択肢：考 号 者 老  
音声 ：地図の記号を覚えよう。 

 

② 調査結果および考察 

テストは国内外の各種教育機関で試行し
たが、ここではインターナショナルスクール、
公立小学校、インドネシアの高校において実
施した結果および考察を抜粋して報告する。 
 
<インターナショナルスクールでの調査結果> 

4 年にわたる縦断的調査、および 3 種類の
SPOTと漢字テストを実施した結果から、以下
のことが現場の教員から示唆された。 
・多言語多文化背景の児童生徒への最適な日
本語授業の内容や指導方法を工夫するため
に必要かつ有意義な情報を得ることができ
る。 
・児童生徒の性格が結果に影響することがあ
り、また学習障害を持つ児童生徒にとっては
即時処理が困難な場合があるなど、個々の
様々なケース考慮した上で、担当教師が適切
に判断し使用することが重要である。 
・子どもたちは楽しんでテストに取り組んで
おり、実施時期を待ち望んでいたり、前年度
の結果と比べるのを楽しみにしている様子
が印象的だった。これらはテストの大切な要
素であり、特徴の一つとしてあげられよう。 
（雑誌論文②③学会発表③参照） 
 
＜公立小学校での調査結果＞ 

日本の公立小学校 1年生から 6年生 597人
に SPOT（YB、YC）と漢字テストを実施し、さ
らに児童および教員に対するアンケート調
査を行った。図 3 は SPOT（YB+YC）と漢字テ
ストの 4 年生、5 年生、6 年生の平均を比較
したものである。学年が上がるにつれて得点
が上昇していることが分かる（李 2018）。1、
2 年生の実施に際し SPOT（YB1）の問題を見
た教師側は難しいと判断して 30問中 20問の

み実施したが、1年生で 79％と高い正答率と
なった。また最も難しい SPOT（YC-2）は中学
教科書から抽出した文法、表現であるが、5
年生で 84％、6年生で 89％とすでに高い正答
率であることが分かった。 
児童に対するアンケート結果からは、子ど

もたちは、テストを肯定的に捉えており、否
定的なコメントは皆無であった。また、テス
トを通して自分の日本語力の振り返りや、日
頃使っている日本語を見直すコメントが見
られた。教員からは、日本語の支援の必要な
児童だけでなく、学習障害など支援の必要な
児童生徒を早期発見したり、成長を客観的に
捉えるためにも有効だろうという意見があ
った。（雑誌論文⑦ 学会発表①②⑦⑧他） 
 
＜インドネシアでの調査結果＞ 
 インドネシアの 3つの高校の 2年生 3年生
合計 155 名を対象に SPOT（YA）2013 年版を
実施したところ、2 年生の正答率 53.1％、3
年生の正答率 69.3％であり、日本語力を測定
するうえで適当な難易度であることが分か
った。SPOT（YA1）の教科書で明示的に学習
したと考えられる日本語と SPOT（YA2）の自
然習得で暗示的に習得したと考えられる内
容について項目別に検討を行い、言語学習、
言語習得の様相を考察した。さらに西ジャカ
ルタ教師会の教師 58 名に、高校の教科書で
文法項目として教えているか否かのアンケ
ート調査の結果と合わせて検討した。（学会
発表④⑤他）。 
 

(3)「タブレット版 TTBJ for Kids」の開発 
海外での利用や、ひらがなを表記すること

が難しい児童にも利用しやすいように、タブ
レット版を開発した。システム開発は様々な
メーカーが出している機器が使えることと、
システム開発の実現のしやすさから android 
OS とした。タブレット版を利用するには、テ
スト問題をダウンロードするためのネット
ワーク環境が必要であり、Android5.0 以上、
タブレットのサイズ 7.0 が推奨される。図 4
に示したように、まず問題の種類（SPOT、漢
字 SPOT、漢字テスト）を選んだあと、次にレ
ベルを選ぶようになっている。タブレット版
では、受験者のテスト結果により自動的に次

図 3 公立小学校 SPOT（YB+YC）、漢字テス
トの学年別（4年、5年、6年）平均値 図 4 タブレット版 受験の流れ 



の段階に進むか否かが判断されるように設
計した。 
図 5 は SPOT の受験画面および結果表示画

面である。年少者が使いやすいように、文字、
音声、画像の提示方法、回答するためのボタ
ンの位置、大きさなどについて試行錯誤を重
ね、誤動作の軽減に努めた。 

 
（4）研究成果の報告 
 2016年には筑波大学東京キャンパス、2018
年には早稲田大学において、研究成果報告会
を公開で行った。 
また、国内外の学会・研究会（日本語教育

学会、異文化間教育学会、母語・継承語・バ
イリンガル教育研究会、日本語教育方法研
究会、CASTEL/J 等）で研究成果を発表した。
この他にもハワイ大学、コロラド日本語教育
学会、アリゾナ日本語教師協会、オークラン
ド大学日本語日本文化学科セミナーなど国
外で年少者教育に高い関心を持つ研究者や
保護者に対して講演会を開催した。 
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